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一　

は
じ
め
に

本
稿
は
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
附
属
図
書
館
が
二
〇
一
八
年
度
に
入
手

し
た
『
続
古
事
談
』
写
本
を
正
確
に
翻
刻
し
、
か
つ
、
で
き
る
だ
け
読
み
や

す
い
本
文
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
注
釈
は
、
日
本
語

学
的
な
関
心
か
ら
語
法
や
漢
字
表
記
に
関
す
る
事
項
を
中
心
に
記
す
こ
と
と

す
る
。

続
古
事
談
の
伝
本
に
つ
い
て
は
岩
波
書
店
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
の

荒
木
浩
に
よ
る
解
説
（
九
〇
四
～
九
一
〇
頁
）
が
詳
し
い
。
同
書
が
底
本
と

し
て
い
る
の
は
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
小
林
文
庫
本
で
、
こ
れ
に
は
生
没

の
明
ら
か
な
人
間
の
識
語
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
他
本
と
の
つ
な
が
り
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
林
本
は
欠
点
も
あ
る
も
の
の
、
諸
本
で

多
く
脱
文
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
有
す
る
点
で
、
善
い
本
な
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
フ
ェ
リ
ス
本
に
は
識
語
も
な
く
、
漢
字
ひ

ら
が
な
交
じ
り
本
で
あ
る
こ
と
、
巻
次
六
巻
と
し
て
巻
三
を
欠
く
系
統
で
あ

る
こ
と
、
複
数
人
の
筆
跡
が
あ
る
こ
と
、
以
外
は
現
時
点
で
何
も
分
か
ら
な

い
（
表
紙
の
右
下
に
森
川
竹
窓
〈
一
七
六
三
～
一
八
三
〇
〉
の
蔵
書
印
「
古
香
斎

／
図
書
記
」
が
あ
る
（
注
１
））。
翻
刻
し
他
本
と
比
較
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず

つ
ど
の
よ
う
な
本
な
の
か
見
定
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

二　

研
究
教
育
資
源
と
し
て

研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
図
書
館
の
奥
に
「
禁
帯
出
」
と
し
て
し
ま
わ
れ

て
い
る
写
本
を
表
に
出
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
図
書
館
に
か
け
あ
っ

て
カ
ラ
ー
の
影
印
本
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。『
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大

学
附
属
図
書
館
蔵 

古
典
影
印
叢
書
２　

続
古
事
談 

写
本
』（
二
〇
一
九
、
全
二

五
六
頁
）
と
い
う
２
冊
だ
け
の
非
売
品
で
、
本
学
図
書
館
の
開
架
に
置
か
れ
、

『
続
古
事
談
』
写
本
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の

翻
刻
と
国
語
学
的
私
注
〈
１
〉

勝　
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耕　
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扱
い
に
特
段
の

0

0

0

気
を
遣
わ
な
く
て
い
い
一
般
書
と
し
て
閲
覧
で
き
る
。
他
大

学
の
学
生
・
研
究
者
で
も
、
図
書
館
相
互
利
用
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
借
り
出

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

本
稿
執
筆
中
の
二
〇
二
〇
年
一
一
月
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

で
遠
隔
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、「
研
究
資
源
」
と
し
て
は
電
子
化
さ

れ
た
も
の
を
利
用
す
る
（
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
論
文
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を

入
手
す
る
、
大
学
や
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
写
本
を
見
る
な
ど
）

こ
と
が
多
く
、
改
め
て
そ
の
有
用
性
を
再
確
認
し
た
が
、
通
常
の
通
学
状
態

で
研
究
な
り
教
育
な
り
に
使
用
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
は
書
籍
と
い
う
形
態
で

本
学
図
書
館
に
一
冊
存
在
す
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
と
考
え
、
紙
媒
体
を

作
成
し
た
の
で
あ
る
。
手
に
取
っ
て
ペ
ー
ジ
を
パ
ラ
パ
ラ
め
く
る
（
戻
る
、

と
ば
す
）
と
い
う
本
文
把
握
の
方
法
は
単
純
で
か
つ
非
常
に
効
率
的
で
、
パ

ソ
コ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ザ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
写
本
画
像
を
見
る
場
合
の
ク

リ
ッ
ク
操
作
、
あ
る
い
は
デ
バ
イ
ス
の
画
面
に
直
接
触
っ
て
電
子
書
籍
の

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
操
作
（
ス
ワ
イ
プ
、
フ
リ
ッ
ク
）
で
は
実
現
し
に
く
い
扱

い
や
す
さ
だ
と
言
え
る
。

本
稿
の
よ
う
な
翻
刻
注
釈
や
授
業
で
の
講
読
と
い
っ
た
基
礎
的
研
究
に

よ
っ
て
本
写
本
に
公
開
す
る
価
値
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
い
ず
れ
は
ウ
ェ
ブ
上

に
写
真
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
善
本
で
あ
る
に

越
し
た
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
仮
に
あ
ま
り
よ
く
な
い
本
だ
っ
た
と
し
て
も
、

国
語
学
と
し
て
は
構
わ
な
い
（
そ
れ
な
り
の
使
い
途
が
あ
る
）
と
筆
者
は
考

え
て
い
る
。
粗
雑
な
書
写
態
度
の
と
き
に
、
そ
の
時
代
の
言
語
的
要
素
が
顔

を
出
す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
（

（
注

。

三　

翻
刻
の
方
針
―
凡
例
（
稿
）

（
ア
）	

原
文
は
漢
字
ひ
ら
が
な
混
じ
り
文
。

（
イ
）	

底
本
の
漢
字
は
そ
の
ま
ま
記
す
。
漢
字
の
字
体
は
、
本
文
の
解
釈
に

影
響
が
な
い
限
り
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
現
行
の
も
の
に
直
す
。

（
ウ
）	

仮
名
遣
い
は
底
本
の
ま
ま
と
す
る
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
直
さ
な
い
）。

（
エ
）	

濁
点
を
加
え
な
い
。

（
オ
）	

踊
り
字
は
そ
の
ま
ま
記
し
た
が
、
漢
字
の
繰
り
返
す
符
合
は
二
の
字

点
「
〻
」
で
は
な
く
「
々
」
と
し
た
。

（
カ
）	

会
話
文
の
カ
ギ
括
弧
「　

」、
句
読
点
を
付
け
た
。

（
キ
）	

原
文
に
ふ
り
が
な
は
な
い
。
原
文
漢
字
に
特
に
推
定
さ
れ
る
読
み
方

を
付
す
と
き
に
は
括
弧
書
き
（　

）
を
付
け
る
。
歴
史
的
仮
名
遣
い

に
よ
る
。

（
ク
）	

読
み
や
す
い
よ
う
に
原
文
ひ
ら
が
な
に
漢
字
を
当
て
た
箇
所
が
あ
る

（
古
辞
書
な
ど
を
根
拠
と
し
注
に
示
し
た
）。
そ
の
場
合
は
ふ
り
が
な

に
原
文
の
か
な
を
残
し
た
。

（
例
）	
原
文
「
帝
王
は
人
を
あ
は
れ
み
」
→
翻
刻
文
「
帝
（
て
い
わ
う
）
王
は
人
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を
憐あ
は

れ
み
」

（
ケ
）	
行
間
の
書
込
み
注
記

︰

挿
入
は
本
文
の
挿
入
位
置
に
〈　

〉、
訂
正

（
置
換
）
は
当
該
文
字
列
の
下
に
［　

］
で
挿
入
す
る
。「
歟
」
は
「
カ
」

と
す
る
。

（
コ
）	

章
段
番
号
は
先
行
す
る
他
の
注
釈
書
に
揃
え
、
話
の
文
頭
に
（　

）

で
記
し
た
。
底
本
は
話
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
改
行
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
改
行
を
優
先
し
て
示
す
た
め
、
底
本
が
一
話
と
み
な
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、（　

）
の
章
段
番
号
が
そ
の
前
の
話
の
翻
刻
本
文
の
後
半

に
挿
入
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
例

︰

５
話
～
６
話

（
サ
）	

誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
も
そ
の
ま
ま
と
し
、
注
を
付
け
た
。

（
シ
）	

根
拠
と
し
た
古
辞
書
類
は
略
称
で
記
す
場
合
が
あ
る
。

・
色
葉
字
類
抄
（
前
田
本
＝
尊
経
閣
三
巻
本
）
→
色
。
三
巻
本
で
も

黒
川
本
に
よ
る
と
き
や
、
尊
経
閣
本
で
も
二
巻
本
に
よ
る
と
き
は

そ
の
む
ね
記
す
。
伊
呂
波
字
類
抄
→
十
巻
本

・
類
聚
名
義
抄
（
観
智
院
本
）
→
観

（
ス
）	

そ
の
他
、
参
照
し
た
注
釈
書
や
辞
書
類
は
注
釈
中
で
は
略
称
で
記
し

た
も
の
が
あ
る
。
末
尾
の
参
考
文
献
（
と
そ
の
略
称
）
参
照
。

四　

翻
刻
と
注
釈

本
文
に
お
け
る
単
語
選
択
、
語
法
、
用
字
な
ど
に
つ
い
て
、
翻
刻
文
の
後

に
注
釈
を
記
し
た
。
問
題
に
し
た
語
句
は
、
翻
刻
文
中
に
お
い
て
直
後
に
＊

マ
ー
ク
が
付
し
て
あ
る
。

【
翻
刻
】

続
古
事
談
第
一　

王
道　

后
宮

（
１
）	

帝
王
＊

は
人
を
憐あ
は

れ
み
民
を
は
く
ヽ
む
＊

心
お
は
し
ま
す
へ
き
な
り
。

し
か
れ
は
、
一
条
院
は
極
（
ご
っ
か
ん
）寒＊
の
夜
（
よ
）＊

は
御
衣
＊

を
ヽ
し
の
け
て
＊

お
は

し
ま
し
け
れ
は
、
上
東
門
院
＊

「
な
と
か
く
は
せ
さ
せ
給
そ
」
と
問
奉

り
給
け
れ
は
、「
日
本
国
＊

の
人
（
に
ん
み
ん
）民＊
寒さ
む

か
る
ら
ん
に
、
わ
れ
＊

暖
あ
た
ヽ
かに
＊

て
寝ね

た
る
事
、
無
慙
＊

の
事
也
」
と
そ
仰
ら
れ
け
る
。
延
喜
＊

御
門
も

寒さ
む

く
凍さ

ゆ
る
＊

夜
（
よ
）
は
御
衣
を
脱ぬ

き
て
＊

夜
（
よ
る
の
お
と
ど
）

御
殿
＊

よ
り
投な

け
出い
た

し
＊

給

け
る
＊

と
い
ひ
伝つ
た

へ
＊

た
り
。

【
注
釈
】

〇
帝
王　

源
氏
物
語
に
は
三
例
だ
け
あ
る
漢
語
。
桐
壺
巻
で
は
、
高
麗
人
の

人
相
占
い
の
言
葉
「
国
の
親
と
な
り
て
、
帝
王
の
上
な
き
位
に
の
ぼ
る
べ
き

相
お
は
し
ま
す
人
」。
明
石
の
例
は
住
吉
の
神
に
対
す
る
祈
祷
の
言
葉
、
若
菜

上
の
例
は
朱
雀
院
の
会
話
文
中
で
桐
壺
院
（
父
）
の
こ
と
を
指
す
言
葉
で
あ

り
、
男
性
に
よ
る
畏
ま
っ
た
物
言
い
の
中
に
、
和
文
で
は
一
般
的
に
排
除
さ

れ
て
い
る
漢
語
的
表
現
が
顔
を
出
し
た
例
と
言
え
る
。
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〇
あ
は
れ
み　

色
「
哀 

ア
ハ
レ
フ 

憐 

愍
（
以
下
一
八
字
）」（
ア
人
事
）。
古

語
大
辞
典
（
小
学
館
）「
あ
は
れ
ぶ
」
語
誌
「「
あ
は
れ
む
」
と
も
い
う
が
、

成
立
の
過
程
か
ら
い
く
と
、「
あ
は
れ
ぶ
」
が
古
い
形
か
。〈
中
略
〉
典
型
的

な
和
文
と
い
う
よ
り
は
、
漢
文
訓
読
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
文

章
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。（
岩
淵
匡
）」。
金
葉
集
「
あ
は
れ
ま
む
と
思
ふ
心
は

広
け
れ
ど
は
ぐ
く
む
袖
の
狭
く
も
あ
る
か
な
」（
雑
上
六
三
二
）

〇
は
く
く
む　

色
「
省 

ハ
ク
ヽ
ム　

育 

同　

孚 

同
」（
ハ
辞
字
）。『
日
本
国

語
大
辞
典
』（
以
下
『
日
国
』
と
略
す
）
語
誌
に
は
「
ク
ク
ム
は
親
鳥
が
雛
を

羽
で
も
っ
て
包
み
養
う
意
。
上
代
・
中
古
に
は
ハ
グ
ク
ム
が
一
般
に
用
い
ら

れ
て
い
た
が
、
中
世
に
な
る
と
ハ
ゴ
ク
ム
の
勢
力
が
強
く
な
り
、
ハ
グ
ク
ム

は
歌
論
・
注
釈
書
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
の
み
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
語
源
が

忘
れ
ら
れ
た
こ
と
と
、
当
時
オ
段
と
ウ
段
の
交
替
現
象
が
広
く
生
じ
て
い
た

こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
語
源
が
再
認
識
さ
れ
、
ハ
グ

ク
ム
の
形
が
次
第
に
勢
力
を
取
り
戻
し
、
近
代
に
は
、
日
常
語
と
し
て
復
活

し
た
。」
と
あ
る
。
前
田
富
祺
「
ハ
グ
ク
ム
と
ハ
ゴ
ク
ム
」（
一
九
六
五
）

〇
極
寒　

呉
音
ゴ
ク
、
漢
音
キ
ョ
ク
。
今
昔
物
語
集
「
極
寒
ノ
時
ニ
」（
一
二
・

三
五
）、
天
草
イ
ソ
ポ
「goccanno

ジ
ブ
ン
」（
パ
ス
ト
ル
の
事
）
と
あ
る
。

対
義
語
は
「
極
熱
」
だ
ろ
う
か
。
宇
津
保
物
語
「（
体
調
不
良
ハ
）
暑
気
な
ど

に
や
と
ぞ
見
給
へ
侍
る
。
日
ご
ろ
は
か
く
こ
く
ね
ち
の
頃
に
侍
れ
ば
、
苦
し

う
て
」（
国
譲
）、
古
事
談
「
極
熱
之
時
ニ
ハ
取
出
テ
令
着
給
ケ
リ
」（
一
一
六
）、

文
明
本
節
用
集
「
極コ
ツ
カ
ン寒 

―
熱ネ
ツ 

―
暑シ
ヨ

」（
コ
時
節
）、「
酷コ
ク
シ
ヨ暑
」（
コ
態
芸
）
と
あ

る
。〈
極
＋
形
容
語
〉
の
字
音
語
は
中
世
に
他
に
、
正
法
眼
蔵
（
一
二
巻
本
）

「
極
少
を
し
ら
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
極
大
お
も
ま
た
し
ら
ざ
る
な
り
」（
発

菩
提
心
）、
宝
物
集
・
下
「
極
重
の
罪
人
」
等
が
あ
る
。
鈴
木
博
「
抄
物
語
彙

考
」（『
国
文
学
攷
』
二
一
、
一
九
五
九
）
は
ゴ
ク
シ
ン
（「
極
真
」「
極
信
」

な
ど
）
の
和
製
漢
語
の
可
能
性
に
言
及
し
た
が
、
雑
阿
含
経
「
極
信
不
疑
」（
巻

五
）
の
よ
う
な
例
が
仏
典
に
確
認
で
き
る
。
な
お
、
漢
語
〈
極
～
〉
は
色
葉

字
類
抄
に
は
見
ら
れ
ず
、
十
巻
本
の
伊
呂
波
字
類
抄
に
は
「
極
寒
」
の
類
義

語
と
考
え
ら
れ
る
「
苦
寒
」
が
あ
る
（
コ
畳
字
、
コ
は
「
苦
」
の
漢
音
）。

〇
夜　

ヨ
／
ヨ
ル
の
読
み
に
つ
い
て
は
日
野
資
純
『
基
礎
語
研
究
序
説
』（
一

九
九
一
、
桜
楓
社
）
に
調
査
と
考
察
が
あ
る
。
連
体
修
飾
を
受
け
る
語
形
は

「
ヨ
」
で
あ
り
、「
ヨ
ル
」
は
暗
い
時
間
帯
全
体
を
言
う
と
い
う
説
に
従
う
。

〇
御
衣　

色
「
衣 

イ 

コ
ロ
モ 

又
ソ
」（
イ
雑
物
）、「
御
衣
絹 

ミ
ソ
キ
ヌ
」（
ミ

雑
物
・
黒
川
本
）、
十
巻
本
の
コ
篇
畳
字
部
に
「
御
衣
」
が
あ
る
（
訓
な
し
）。

東
宮
年
中
行
事
「
き
よ
い
は
衣
こ
ろ
も
は
こ筥
の
盖ふ
た

に
入
奉
り
て
」（
一
一
月
）、
宇
治
拾

遺
物
語
（
古
活
字
本
）「
い
み
じ
き
宝
の
を
ん
ぞ
の
綿
の
い
み
じ
き
、
給
は
ら

ん
も
の
と
は
」（
一
三
の
一
・
陽
明
文
庫
本
は
「
御
そ
」）。『
日
国
』
語
誌
「
衣

そ
の
も
の
に
「
御
」
を
冠
し
た
「
御
衣
」
は
仮
名
書
き
の
確
例
に
乏
し
く
「
み

そ
・
お
ほ
ん
ぞ
・
お
ん
ぞ
」
の
い
ず
れ
か
決
し
が
た
い
が
、「
お
ほ
ん
ぞ
」
で

あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」。「
き
も
の
」
佐
藤
武
義
『
講
座
日
本
語
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の
語
彙 

９
巻
』（
一
九
八
二
）。
新
大
系
は
「
お
ん
ぞ
」
と
読
む
。

〇
を
し
の
け
て　

類
話
の
古
事
談
（
三
四
）、
中
外
抄
（
上
四
）
は
「
推
脱
て
」。

〇
上
東
門
院　

じ
ゃ
う
と
う
も
ん
ゐ
ん　

藤
原
道
長
の
長
女
、
一
条
院
の
妻

（
中
宮
彰
子
、
九
八
八
～
一
〇
七
四
）
の
院
号
。

○
日
本
国　

顕
戒
論
「
我
日
本
国
、〈
中
略
〉
百
済
王
奉
渡
仏
法
」（
開
雲
顕
月

篇
第
一
、
最
澄
、
八
二
〇
年
）、
天
草
ヘ
イ
ケ
・
四
「
コ
ノ
人
コ
ソ
ワ

N
ippongocu

ノ
御
主
ヂ
ャ
」。
日
ポ
に
はN

ifon, N
ippon, Iippon

（
ジ
ッ
ポ
ン
）

の
見
出
し
あ
り
。

〇
人
民　

色
「
人
民 

ニ
ン
ミ
ム
」（
ニ
人
倫
）

〇
わ
れ　

色
「
我 

ワ
レ 

吾 

言 

朕 

台 

儂 

邛 
予 
余 
已
上
同
」（
ワ
人
事
）、「
朕 

チ
ム
」（
チ
人
倫
）。
類
話
の
古
事
談
（
三
四
）
は
「
吾
」。

〇
あ
た
ヽ
か
に　

色
「
暖 

ア
タ
ヽ
カ
ニ 

暾 

温
（
以
下
三
字
）」（
ア
辞
字
）

〇
無
慙　

罪
を
犯
し
な
が
ら
恥
じ
な
い
こ
と
。
中
右
記
に
「
破
戒
無
慚
之
僧
」

と
あ
り
、
源
氏
物
語
に
も
一
例
の
み
「
む
さ
ん
の
法
師
に
て
、
忌
む
こ
と
の

中
に
破
る
戒
は
多
か
ら
め
ど
」（
手
習
）
と
あ
る
が
、
色
葉
字
類
抄
に
は
見
ら

れ
な
い
。
文
明
本
節
用
集
に
「（
無
）
慙　

ム
ザ
ン
」（
ム
態
芸
）
と
あ
る
。

張
愚
「「
む
ざ
ん
」
の
語
義
変
化
‥
形
容
詞
の
統
語
的
機
能
と
の
関
わ
り
か
ら
」

（『
日
本
語
の
研
究
』
一
〇
（
一
）、
二
〇
一
四
）

〇
延
喜　

九
〇
一
～
九
二
三
年
。
醍
醐
天
皇
の
代
の
年
号
。

〇
さ
ゆ
る　

色
「
凍 

サ
ユ 

寒
也　

冴 

涸 

已
上
同
」（
サ
天
象
）。
冷
え
込
む

こ
と
。
類
聚
名
義
抄
で
サ
ユ
の
訓
を
持
つ
の
は
「
冴
」「
凍
」「
寒
」
の
三
字
。

〇
ぬ
き
て　

色
「
脱 

ヌ
グ 

解 

除
（
以
下
四
字
）」（
ヌ
辞
字
）

〇
夜
御
殿　

清
涼
殿
内
の
天
皇
の
御
寝
所
。
源
氏
物
語
・
桐
壺
「
よ
る
の
お

と
ど
に
入
ら
せ
給
ひ
て
も
」。

〇
な
け
い
た
し　

色
「
投 

ナ
ク 

擲 

抛
（
以
下
七
字
）」（
ナ
辞
字
、
黒
川
本
）、

「
出 

イ
ツ 

又 

イ
タ
ス
」（
イ
辞
字
）

〇
け
る　

連
体
形
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
。
山
内
洋
一
郎
「
院
政
期

の
連
体
形
終
止
」（『
国
文
学
攷
』
二
一
、
一
九
五
九
）
は
連
体
形
終
止
が
「
と
」

と
密
接
に
結
び
付
く
こ
と
、「
会
話
性
に
欠
け
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
。

〇
つ
た
へ　

色
「
傳 

ツ
タ
フ
」（
ツ
辞
字
、
黒
川
本
）

【
翻
刻
】

（
２
）	

神
（
し
ん
し
）璽＊
宝
剣
、
神
の
代
よ
り
伝つ
た

は
り
て
、
御
門
＊

の
御
ま
も
り
＊

に
て
、

さ
ら
に
、
開あ

け
＊

抜ぬ

く
＊

事
な
し
。
冷
泉
院
う
つ
し
心
＊

な
く
お
は
し

ま
し
け
れ
は
に
や
、
璽
し
る
し
＊

の
筥は
こ
＊

の
緘か
ら

け
〈
の
〉
を
＊

ヽ
解と

き
て
＊

開あ

け

ん
と
し
給
け
れ
は
、
筥は
こ

よ
り
白
雲
た
ち
の
ほ
り
け
り
。
怖を
そ

れ
て
＊

棄す

て

＊

給
た
り
け
れ
は
、
紀
氏
の
内
侍
＊

、
も
と
の
こ
と
く
緘か
ら

け
＊

ヽ
り
。

宝
剣
を
も
抜ぬ

か
ん
と
し
給
け
れ
は
、
夜
の
御
殿
ひ
ら
〳
〵
と
＊

光ひ
か

り
＊

け
れ
は
、
惶お

ち
て
＊

抜ぬ

き
給
は
さ
り
け
り
。
か
ヽ
る
め
て
た
き
＊

お
ほ

や
け
の
御
た
か
ら
物
、
目
の
前
に
＊

失う

せ
に
き
＊

。
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【
注
釈
】

〇
神
璽　

三
種
の
神
器
の
う
ち
の
八や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま

尺
瓊
勾
玉
の
称
。
色
葉
字
類
抄
に
は
「
神

璽
」
が
シ
篇
畳
字
部
に
あ
る
が
、
和
訓
が
無
く
、
声
点
も
付
さ
れ
て
い
な
い

の
で
「
璽
」
字
の
清
濁
は
わ
か
ら
な
い
。
文
明
本
節
用
集
「
シ
ン
シ
」（
シ
器

財
門
）。
天
草
ヘ
イ
ケ
四
・
一
八
「
ホ
ウ
ケ
ン
ヲ 

コ
シ
ニ 

サ
イ
テxinxiuo

（
シ

ン
シ
ヲ
）
ワ
キ
バ
サ
ミ
」。
日
葡
辞
書
の
見
出
し
はxinxi

の
み
。
書
言
字
考

節
用
集
は
「
神
祇
ジ
ン
ギ
…
（
神
）
明
シ
ン
メ
イ
…
（
神
）
璽
シ
ン
シ
…
（
神
）

社
ジ
ン
ジ
ャ
」（
神
祇
門
・
シ
）
と
前
後
の
見
出
し
に
は
濁
点
が
あ
る
環
境
で

濁
点
が
無
い
。
和
漢
通
用
集
「
神
璽
し
ん
し
」。
ヘ
ボ
ン
初
版
な
し
、
３
版

「SH
IN

SH
I

シ
ン
シ
神
璽
」、
言
海
「
し
ん
じ 
神
璽
」。
濁
音
化
は
近
代
か
ら
か
。

〇
御
門　

色
葉
字
類
抄
（
黒
川
本
）
に
は
「
帝 

ミ
カ
ト
〈
中
略
〉
王
天
下
號
也
」

（
ミ
・
人
倫
）、「
朝 

ミ
カ
ト
〈
中
略
〉
聴
政
之
所
也　

朝
庭 
同
」（
ミ
・
地
儀
）

と
あ
っ
て
、
ミ
カ
ド
の
語
形
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
天
皇
の
意
味
で
の
「
御

門
」
の
用
字
は
見
ら
れ
な
い
。
二
巻
本
も
同
様
（
帝
、
朝
庭
）。
新
大
系
は
こ

こ
を
「
帝
」
と
す
る
。
た
だ
し
一
話
は
「
延
喜
御
門
」
で
「
帝
」
は
使
わ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
表
記
の
違
い
が
写
本
の
系
統
・
古
さ
な
ど
を
考
え

る
際
に
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。『
注
解
』（
御
門
）
に
校
異
な
し
。
泉
基
博

「
十
訓
抄
の
表
記　

御
門
・
帝
」『
武
庫
川
国
文
』
二
七
（
一
九
八
六
）
は
、

十
訓
抄
の
片
仮
名
本
（
二
類
本
）
で
は
日
本
の
説
話
に
「
御
門
」、
中
国
の
説

話
に
「
帝
」
を
使
う
と
い
う
傾
向
と
実
際
の
用
例
分
布
の
解
釈
を
示
し
、
元

禄
版
本
で
は
片
仮
名
本
の
「
御
門
」
の
多
く
が
「
帝
」
に
改
変
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

〇
御
ま
も
り　

同
時
代
の
『
た
ま
き
は
る
』
に
「
ま
ほ
り
の
袋
、
扇
な
ど
」「
ま

も
り
、
扇
な
ど
も
参
ら
せ
取
ら
せ
」「
御
太
刀
、
御
ま
も
り
の
筥
」
と
い
っ
た

例
も
あ
り
、
現
代
語
の
「
お
守
り
」（
神
仏
の
霊
が
こ
も
っ
て
い
て
人
を
守
護

す
る
と
い
う
小
さ
な
品
物
）
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
て
よ
い
が
、「
お
」
が
付
い

て
一
語
化
す
る
の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
。『
日
国
』
は
「
お
ま
も
り
」
を
立
項

し
、『
大
仏
の
縁
起
』
の
例
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
は
『
東
大
寺
造
立

勧
進
僧
正
之
事
』（
天
和
元
年
＝
一
六
八
一
写
）
の
よ
う
で
、
そ
の
本
文
は
、

尼
申
シ
ケ
ル
ハ
〈
中
略
〉「
大
悲
ノ
像
ヲ
一
寸
二
分
ニ
イ
テ
、
守
リ
ニ
入
レ

テ
、
ク
ビ
ニ
カ
ケ
シ
〈
中
略
〉
若
ソ
レ
ヤ
候
ラ
ン
」
ト
申
ス
。
僧
正
〈
中
略
〉

「
七
歳
ノ
時
、
師
匠
〈
中
略
〉
曰
ヤ
ウ
ハ
『
汝
チ
不
知
、
此
像
ヲ
父
母
ト
見

ヨ
、
定
テ
汝
ガ
父
母
ノ
、
カ
ケ
サ
セ
ツ
ラ
ン
』
ト
テ
御
守
リ
ヨ
リ
取
出
シ

下
ヨ
リ
以
来
、
一
寸
モ
身
ニ
不
離
。
是
ニ
テ
侍
カ
」
ト
テ
出
シ
給
フ
。

と
あ
っ
て
、
母
は
「
守
り
」
と
言
い
、
子
は
「
御
守
り
」
と
言
っ
て
い
る
。

日
ポ
辞
書
に
は
「M

abori　

首
に
懸
け
て
持
つ
守
り
袋
、
あ
る
い
は
、
聖
な

る
物
を
入
れ
た
袋
」
と
あ
り
、
江
戸
初
期
で
は
「
守
り
」
単
独
用
法
が
普
通

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
黄
表
紙
『
莫き
る
な
の
ね
か
ら
か
ね
の
な
る
き

切
自
根
金
生
木
』
に
も
「
金
は
取
り

よ
い
や
う
に
ま
と
め
て
お
く
が
い
い
」「
ま
ん
ま
と
盗
人
が
く
れ
ば
い
い
が
」

「
こ
れ
を
し
ま
つ
た
ら
、
盗
賊
よ
け
の
ま
も
り
を
ひ
つ
ぱ
な
し
て
お
こ
ふ
」
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（
中
、
一
七
八
五
年
）
と
会
話
文
の
例
が
あ
る
の
で
、「
お
」
と
一
体
化
す
る

の
は
さ
ら
に
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〇
あ
け　

色
「
開 

ア
ク
」（
ア
辞
字
）

〇
ぬ
く　

色
「
抜　

ヌ
ク 

擢
（
以
下
一
八
字
略
）
脱 

已
上
ヌ
ク
」（
ヌ
辞
字
）

と
あ
り
、
類
話
の
古
事
談
（
四
）
で
は
「
脱
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

〇
う
つ
し
心　

正
気
。
正
常
な
心
。
万
葉
集
・
一
二
・
二
九
六
〇
「
う
つ
せ

み
の
宇
都
思
情こ
こ
ろも
わ
れ
は
無
し
妹
を
相
見
ず
て
年
の
経
ぬ
れ
ば
〈
作
者
未

詳
〉」
の
例
が
あ
る
。「
う
つ
し
」
は
シ
ク
活
用
の
形
容
詞
で
、
巻
一
二
・
三

二
一
〇
「
あ
し
ひ
き
の
片
山
雉
き
ぎ
し

立
ち
行
か
む
君
に
後
れ
て
打う
つ
し
け

四
鶏
め
や
も

〈
作
者
未
詳
〉」、
巻
一
五
・
三
七
五
二
「
春
の
日
の
う
ら
悲
し
き
に
後
れ
ゐ
て

君
に
恋
ひ
つ
つ
宇う

つ

し

け

都
之
家
め
や
も
〈
狭
野
弟
上
娘
子
〉」
の
よ
う
な
例
が
あ
る

が
、
中
古
以
降
の
使
用
例
は
な
い
。
複
合
語
と
し
て
は
中
古
以
降
も
、
源
氏

物
語
・
若
菜
下
「
う
つ
し
人
に
て
だ
に
む
く
つ
け
か
り
し
人
の
御
け
は
ひ
の
、

ま
し
て
世
か
は
り
あ
や
し
き
も
の
の
さ
ま
に
な
り
給
へ
ら
む
を
お
ぼ
し
や
る

に
」（
現
在
存
命
中
の
人
の
意
）、
賢
木
「
男
も
こ
こ
ら
世
を
も
て
し
づ
め
給

ふ
御
心
み
な
み
だ
れ
て
、
う
つ
し
ざ
ま
に
も
あ
ら
ず
」、
と
り
か
へ
ば
や
物

語
・
中
「
こ
れ
は
そ
は
世
の
常
の
事
な
れ
。
年
ご
ろ
の
御
あ
り
さ
ま
は
、
う

つ
し
ご
と
と
や
お
ぼ
し
つ
る
」
と
い
っ
た
例
が
あ
る
の
で
、
複
合
語
前
項
と

な
る
要
素
「
う
つ
し
～
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
「
う

つ
し
事
」
の
よ
う
な
例
が
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
類
例
は
あ
る
だ

ろ
う
か
。
阪
倉
篤
義
『
語
構
成
の
研
究
』
四
二
九
頁
に
は
〈
形
容
詞
語
幹
＋

名
詞
〉
で
複
合
名
詞
に
な
る
例
が
一
六
語
（
う
ち
一
例
が
ウ
ツ
シ
イ
ハ
ヒ
〈
顕

斎
〉）
挙
げ
て
あ
り
、
全
語
の
前
項
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
サ
カ
シ
ヒ
ト
の
よ

う
に
形
容
詞
「
さ
か
し
」
が
中
古
以
降
も
存
続
す
る
普
通
の
も
の
が
あ
る
一

方
、
ア
ダ
シ
カ
ミ
の
よ
う
に
形
容
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
「
あ
だ
し
」
が

確
認
で
き
な
い
よ
う
な
問
題
語
も
含
ま
れ
て
お
り
、「
う
つ
し
～
」
の
類
例
と

い
え
る
も
の
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

〇
し
る
し　

色
「
璽　

シ
ル
シ　

王
者
印
也　

神
」（
シ
雑
物
）

〇
は
こ　

色
「
筥 

ハ
コ　

函 

同　

匣 

同
（
以
下
七
字
）」（
ハ
雑
物
）

〇
か
ら
け
〈
の
〉
を　

絡
げ
緒
。
箱
を
包
む
よ
う
に
縛
る
紐
と
思
わ
れ
る
が
、

『
日
国
』
は
こ
の
例
の
み
。
色
葉
字
類
抄
に
は
「
縄 

カ
ラ
ケ
ナ
ハ
」（
カ
雑
物
）

が
あ
り
、
二
巻
本
に
は
「
懸
緒 

カ
ケ
ヲ
」
が
あ
る
。
カ
ケ
ヲ
は
『
今
鏡
』
に

も
「
御
簾
の
か
け
緒
」
あ
っ
て
別
物
で
あ
ろ
う
が
、
カ
ラ
グ
ル
た
め
の
緒
を

カ
ラ
ゲ
ヲ
と
呼
ぶ
下
地
（
語
彙
と
語
構
成
の
型
）
は
あ
っ
た
と
言
え
る
。

〇
と
き
て　

色
「
説 

ト
ク 

解 

釈 

却 

銷 

赦 

泮
（
以
下
六
字
）（
ト
辞
字
）

〇
を
そ
れ
て　

歴
史
的
仮
名
遣
い
「
お
そ
る
」。
色
「
怖 

オ
ソ
ル 

恐 

懼 

慎  

愕
（
以
下
四
六
字
）」（
オ
人
事
・
黒
川
本
）

〇
す
て　

色
「
捨 

ス
ツ 

棄 

抛
（
以
下
四
〇
字
）」（
ス
辞
字
）。
類
話
の
古
事

談
（
四
）、
富
家
語
（
一
八
三
）
と
も
「
打
棄
」。

〇
紀
氏
の
内
侍　

色
「
紀 

キ
」（
キ
姓
氏
）、「
内
侍
所 

ナ
イ
シ
ト
コ
ロ 

有
女
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官
」（
ナ
諸
社
・
黒
川
本
）

〇
か
ら
け　

色
「
緘 

カ
ラ
ク　

カ
カ
ヌ　

扼 

投 

拼
（
栟
）
縛 

已
上
同
」（
カ

辞
字
）
と
あ
る
。
掲
出
順
４
番
目
は
「
栟
」
と
は
っ
き
り
木
編
で
記
さ
れ
て

い
る
が
、
漢
字
の
意
味
を
考
慮
す
る
と
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
い
う
意
味
で

「
ツ
ヅ
ル
」
な
ど
の
古
訓
を
持
つ
「
拼
」
だ
と
思
わ
れ
る
。『
日
国
』
は
「
抱
」

字
が
あ
る
と
す
る
が
、「
扼
」（
＝
搤
）
字
と
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
二
巻
本

は
「
緘
」
字
の
右
に
カ
ラ
ク
の
訓
が
無
く
、
左
傍
に
「
カ
カ
ヌ
」
と
あ
り
（
た

だ
し
カ
カ
ヌ
は
や
や
疑
わ
し
い
。
名
義
抄
で
カ
ラ
グ
の
訓
を
持
つ
漢
字
か
ら

す
る
と
、
カ
ガ
ル
か
ツ
カ
ヌ
あ
た
り
と
合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
）。
ま
た
そ
の

漢
字
は
「
投
拼
縛 

已
上
同
」
で
「
扼
」
字
が
無
い
。
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古

記
録
の
国
語
学
的
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
）
は
「
説
話
文
学
作

品
に
見
え
る
俗
語
」
と
し
て
古
事
談
の
カ
ラ
グ
を
挙
げ
て
い
る
（
八
二
四
頁
）。

名
語
記
に
は
「
カ
ラ
ク
ル
如
何
〈
中
略
〉
懸
ル
也
」（
巻
九
・
二
一
オ
）
と
あ
り
、

打
聞
集
「（
掘
り
出
し
た
箱
は
）
銅
ホ
ソ
キ
ヲ
以
テ
カ
ラ
ケ
タ
リ
」（
二
六
）、

宇
治
拾
遺
物
語
「
檜
笠
の
上
を
又
お
と
が
ひ
に
縄
に
て
か
ら
げ
つ
け
て
」（
八

の
二
）、
名
義
抄
「
縢 

ウ
ハ
ツ
ツ
ミ 

カ
ラ
グ 

ツ
ツ
ム
」（
仏
中
一
二
三
）
な

ど
か
ら
は
、
立
体
的
な
も
の
に
紐
を
回
し
て
固
定
す
る
（
開
か
な
い
よ
う
に

す
る
）、
と
い
う
意
味
が
見
て
取
れ
る
。

〇
ひ
ら
ひ
ら
と　

断
続
的
に
強
弱
の
光
が
見
え
る
様
子
。
現
代
語
と
同
じ
、

モ
ノ
が
翻
る
例
も
同
時
期
に
あ
る
。
平
家
物
語
・
一
一
・
剣
「
霊
劔
を
抜
か

せ
給
ひ
け
れ
ば
、
夜
の
御
殿
ひ
ら
ひ
ら
と
し
て
電
光
に
こ
と
な
ら
ず
」。
今
昔

物
語
集
・
二
〇
・
一
〇
「
猪
ノ
牙
ヲ
食
出
タ
ル
ガ
、
石
ヲ
ハ
ラ
ハ
ラ
ト
食
バ
、

火
ヒ
ラ
ヒ
ラ
ト
出
テ
」。
色
「
烻 

ヒ
ラ
メ
ク　

電 

」（
ヒ
天
象
）

〇
ひ
か
り　

色
「
光 

ヒ
カ
リ 

耀 

煇
（
以
下
九
字
）」（
ヒ
光
彩
・
二
巻
本
。

三
巻
本
の
同
じ
箇
所
は
和
訓
が
無
い
。
ま
た
、
動
詞
ヒ
カ
ル
の
形
で
は
辞
字

門
な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
）

〇
お
ち
て　

色
「
惶 

ヲ
ツ 

恐 

怖
（
以
下
一
〇
字
）」（
ヲ
人
事
）。
神
璽
は
オ

ソ
レ
て
捨
て
、
宝
剣
は
オ
ヂ
て
抜
か
な
か
っ
た
、
と
対
句
的
な
と
こ
ろ
で
用

語
を
変
え
て
い
る
。
オ
ヅ
は
中
世
以
降
衰
退
に
向
か
う
が
、
こ
こ
は
オ
ソ
ル

＝
意
識
的
、
オ
ヅ
＝
無
意
識
的
と
い
う
関
係
性
が
現
れ
て
い
る
部
分
。
滋
野

雅
民
「『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
に
つ
い
て
」（『
山
形
大

学
紀
要
人
文
科
学
』
一
五
（
一
）、
二
〇
〇
二
）。
青
木
毅
「『
今
昔
物
語
集
』
に
お

け
る
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
の
文
体
的
性
格
に
つ
い
て
―
『
水
鏡
』
と
の
比
較
を

通
し
て
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
一
四
、
二
〇
〇
五
）。

〇
め
て
た
き　

色
「
目
出 

メ
テ
タ
シ
」（
メ
畳
字
、
黒
川
本
）、
十
巻
本
字
類

抄
「
美 

メ
テ
タ
シ
」「
妙 

メ
テ
タ
シ 

優 

饒 

已
上
同
」（
メ
辞
字
）

〇
（
目
の
前
）
に
（
う
す
）　

訳
せ
ば
「
目
の
前
デ
消
え
た
」
と
な
る
、
格
助

詞
「
ニ
」
に
お
け
る
出
来
事
の
存
在
場
所
を
表
す
用
法
（『
実
例
詳
解
古
典
文
法

総
覧
』
小
田
勝
、
三
七
六
頁
参
照
）。
ニ
テ
の
変
化
し
た
デ
は
御
堂
関
白
記
―
寛

仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
正
月
七
日
「
右
大
臣
宣
命
、
以
右
手
、
此
院
て
は
用
レ

左
」
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香
斎
図
書
記
」
蔵
書
印
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
下
に
「
康
章
清
賞
」
と
思
し

き
蔵
書
印
が
あ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

で
現
時
点
で
照
合
で
き
た
の
は
前
者
の
み
で
あ
る
。
仮
に
後
者
の
判
読
が

合
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
中
野
康
章
（
一
八
七
四
～
一
九
四
七
）
蔵
書
だ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
購
入
元
の
古
書
店
目
録
に
は
「
江
戸
初
期
写
本
」
と
注

記
が
あ
っ
た
。

（
注
２
）�

小
林
隆
『
方
言
学
的
日
本
語
史
の
方
法
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
四
）
二

四
九
～
二
五
三
頁
参
照
。

（
本
学
教
授
）

の
例
が
早
い
も
の
と
さ
れ
、
院
政
鎌
倉
期
か
ら
増
加
し
室
町
時
代
に
一
般
化

す
る
。「
場
所
」
用
法
の
デ
は
、
延
慶
本
平
家
物
語
・
三
本
・
木
曾
義
仲
成
長

ス
ル
事
「
木
曾
ノ
山
下
ト
云
所
テ
ソ
タ
テ
ケ
リ
」
な
ど
。

〇
う
せ
に
き　

観
「
失 

ウ
ス 

ウ
シ
ナ
フ 

イ
タ
ス 

ア
ヤ
マ
ツ
」（
仏
下
末
三

五
）
と
あ
る
が
色
葉
字
類
抄
に
は
「
失 

ウ
シ
ナ
フ
」
し
か
無
い
。
十
巻
本
字

類
抄
に
は
「
失　

ウ
シ
ナ
フ　

ウ
ス　

変　

已　

泯　

死　

喪
（
以
下
八
字
）」

（
ウ
辞
字
）
と
あ
る
。
文
末
は
ず
っ
と
ケ
リ
で
述
べ
て
き
て
い
る
が
、
末
尾
だ

け
は
キ
で
結
ん
で
い
て
、
キ
の
機
能
が
顕
著
で
あ
る
。
新
大
系
は
「
作
者
が

こ
の
現
実
に
深
く
関
わ
る
こ
と
を
示
す
表
現
」
と
し
、『
注
解
』
は
「
元
暦
二

年
に
三
種
の
神
器
が
安
徳
天
皇
と
と
も
に
海
没
し
、
宝
剣
の
み
は
遂
に
発
見

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
た
も
の
」
と
注
す
る
。

（
つ
づ
く
）

参
考
文
献
（
と
そ
の
略
称
）

『
続
古
事
談
注
解
』
神
戸
説
話
研
究
会
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
）
＝
『
注
解
』

『
続
古
事
談
』
播
磨
光
寿
・
磯
水
絵
・
小
林
保
治
・
田
嶋
一
夫
・
三
田
明
弘
編
（
お

う
ふ
う
、
二
〇
〇
二
）
＝
「
お
う
ふ
う
」

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
41　

古
事
談　

続
古
事
談
』
川
端
善
明
・
荒
木
浩
校
注

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
）
＝
新
大
系

勝
田
耕
起
「
国
語
資
料
と
し
て
の
続
古
事
談
」『
玉
藻
』
四
二
（
二
〇
〇
七
）

（
注
１
）�

上
下
巻
と
も
、
表
紙
に
加
え
て
最
初
の
頁
（
一
巻
・
四
巻
）
の
右
下
に
も
「
古


